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日 時 昭 和 40年 1月9日 (土) 午後 1時～5時

場 所 京 都 大 学 楽 友 会 館

開 会 の 辞

講 演

1 肺病のリンパ行性転移に関する2,3の問題

所 長

2 肺における后平上皮癌の実験的発生

3 男性ホルモン依存性のマウス乳癌について

4 健康人尿中の抗結核菌性因子について

5 BCGワクチンの経口接種について

6 免疫学,ことに結核免疫学における2,3の問題

7 SM･PAS･INH無効肺結核の化学療法

討 議 『今日の問題-･-深刻化しつつある耐性菌問題』
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話題提供 香 川 輝 正 ･津久間 俊 次 ･中 井 準

所 長 長 石 忠

1. 肺癌の リンパ行性転移に関する2,3の問題

長 石

昭和39年 9月末までに京大結研および 2, 3

の関係施設で入院治療を受けた 370名の肺癌患

者中163名(44%)が切除可能であった｡切除後

5年生存率は手術時 リンパ節転移(+)で37%,

転移(-)でも20%であった｡すなわち, リンパ

節転移が認められても肺の輸出リンパ系を系統

的に廓活すれば予後は必 らず Lも悲観的ではな

い｡

忠 三 ･岡 田 慶 夫 (京大結研外科学)

肺の輸出 リンパ流はそれぞれの肺葉の所属気

管支肺 リンパ節を経て気管分岐部附近の リンパ

節 (分岐部節や気管気管支節など)に注 ぐ｡そ

の後は気管側 リンパ節を経由する径路 (左右の

気管側径路)及びそれを経由 しない径路 (右で

は腕頭静脈径路,左では大動脈弓径路)を経て

静脈角に注 ぐ｡解剖学的には左右ともに反対側

の静脈角に注 ぐリンパ路がみられるが,肺癌の
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臨床例や剖検例でも反対側 リンパ節-の転移が

少なからずみられた｡

肺癌が胸壁肋膜や横隔膜に浸潤している場合

にはそれらの部位のリンパ路を介 して転移が招

来されるが,横隔膜から腹部のリンパ節に注 ぐ

リンパ路は重要である｡

肺癌の転移は解剖学t桝 こみられる正常な リン
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パ径路,変異径路または副側路に沿って招来さ

れ,逆行性転移は狭い範囲に限られているよう

である｡従って,肺癌の外科的治療 に 当って

は,正常な解剖学的径路とくに原発巣の位置と

リンパ節転移の仮想的な存在部位との関係を念

豆削こおきつつ廓清範囲を決定 し,その範閏の徹

底的廓清が必要である｡

2. 肺における点平上皮癌の実験的発生

肺における偏平上皮癌の発生は,従来至難の

こととされ,その成功を報 じた実験は極めて限

られたものである｡ しか し教室の宗実によって

行われた実験では,予め結核菌で前処置 (皮下

注射)されたラッテにおいて,発癌剤 20-meth

ylcholanthrene の 5mg を含む Freund の

adjuvantを, 切開した気管より入れられたビ

ニール細管を通 じて肺に注入することにより,

80%を越える高率に肺腫瘍を発生させることに

安 平 公 夫 (京大結研内科学第二)

成功 し,その大部分が偏平上皮癌であることが

明かにされた｡この際発癌に先立って肺に多発

性の壊死巣が発生 し,これを取囲む肉芽織が療

痕性に傾 く場合に,そこに再生 した気管支上皮

に偏平上皮化生が起る｡この化生上皮がケラチ

ンを造生 して一方では epidermoidcyst とな

り,また多 くの場合には粘膜下層に浸潤を起 し

て,終に典型的な后平上皮癌となることが明か

にされた｡

3. 男性ホルモン依存性のマウス乳癌について

峰 下 鉄 雄 (盃智 雷管 貰叢)

従来マウスのホルモン依存性癌は稀とされて

いる｡私達は雌に自然発生 したホルモン非依存

性の乳癌を雄から雄に継代移植することによっ

て男性ホルモン依存性に変えることが出来た｡

これを Shionogicarcinomal15と命名しその

生物学的性状を調査 し報告 した｡

1. この癌は dd-Sマウスの雄にのみ増殖 し

雌には増殖 しない｡去勢雄には増殖 しないし,

雌でも男性ホルモンを投与すると増殖する｡

2. この癌の組織学的所見はホルモン非依存

性の時代も,男性ホルモン依存性を獲得 した後

にも別段変化を認めない｡

3. 癌細胞に染色体を調べるに初代は勿論男

性ホルモン依存性獲得後も染色体数及び Cary-

otypeにおいて雌マウスの性質をそのまま保持

しておる｡

7.Shionogicarcinomal15から更にホルモ

ン非依存性癌を,このものから更に新たな男性

ホルモン依存性の Cloneをつ くった｡

4. 健康人尿中の抗結核菌性因子について

健康人尿を各種イオン交換樹脂或はセルロー

ズ (AmberliteIR-120,AmberliteIRA-400,

Dowex50,Dowex2,p-Cellulose)及び活性炭

大 島 駿 作 (京大結研病態生理学)

によるカラムクロマ トグラフィーにより多数の

分割に劃分することによって,inuitroで著明

な結核菌発育抑制作用を有する物質(B及びE)


